
ひとり親家庭の皆さんへ
母子・父子自立支援員からのおたよりです。

2023.5 月号
第５７号

児童扶養手当の手当額が変わりました

令和５年４月からの児童扶養手当の額（月額）は下記のとおり決定されました。
令和５年４月からの児童扶養手当の月額

＊一部支給の手当額は受給者本人の所得によって計算されます。
＊一部支給の計算式
◆第1子 44,130円―｛（受給者の所得 ―全部支給制限額 ）×0.0235804｝
◆第2子 10,410円―｛（受給者の所得 ―全部支給制限額 ）×0.0036364｝
◆第3子以降 6,240円―｛（受給者の所得 ―全部支給制限額 ）×0.0021748｝

※｛ ｝内は１０円未満四捨五入
＊児童扶養手当の額については、令和５年１月２０日付で202２年全国消費者物価指数の実績値（対

前年比＋２.５％）が公表され、前年比２.５％の引き上げとなりました。
この結果、令和５年４月分からの月額は上記の額に変更となります。

※すでに受給されている方は手続きの必要はありません。

問い合わせ先 和光市役所 ネウボラ課手当医療担当 048-424-9140

子どもの人数 月額（全部支給） 月額（一部支給）

１人 44,140円 44,130円～10,410円

２人 10,420円を加算 10,410円～5,210円

３人以上 6,250円を加算 6,240円～3,130円

お知らせ

５月のフードパントリー

日 時 5月 30日（火）
14:00～15:00

場 所 満願寺
申込先 和光市社会福祉協議会

すたんど・あっぷ和光
☎０４８－４５２－７６０８
stand-up@wako-shakyo.or.jp

中学生・高校生の自主学習の場 まなびば
場 所：牛房コミュニティセンター
開催日：5月 18・23・30/6 月 1・15・20日
時 間: 18:10～20:10
小学3年～6年（先着10名）もあります
場 所：向山地域センター
開催日：5月 17・31/6 月 14・28・7月12日
時 間: 16:20～17:20
＜共通＞
持ち物：勉強道具(教科書､ノート､

問題集等)水筒､筆記用具
申込先 栗原 090-1555-8659

widmung1978@docomo.ne.jp

中学生のための居場所（無料塾）

勉強カフェわこう
場 所：新倉地域センター

開催日：毎週水曜日

時 間：17:00～20:00
持ち物：自分が勉強したい

教材 筆記用具 水筒

申込先 関口 050-5480-4958

sekiguchihisako@gmail.com

※日時、受け入れ人数等詳細はお問合せ下さい。

わこう地域食堂

お弁当屋さんの弁当を低価格でお譲りします。

日時、場所：5月 24日（水）総合福祉会館３階

16：00～17：30（応相談）

5月 26日（金）たまりば（駅北口徒歩5分）

15：00～16：30

費用：おとな200円、子ども（高校生以下）100円

定員：各場所先着１０組ずつ（事前申し込み制）

申込先：5/24総合福祉会館→栗原 090-1555-8659

5/26 たまりば→たまりば 048-461-1776

みんなのマルシェ(オープンフードパントリー)6月24日(土)10：30場所未定

詳しくはHPをご確認ください。https://note.com/wakofoodnetwork



春～夏

春～

高校３年生（来年４月進学を考えている方）のお子さんをお持ちの方へ

ひとり親家庭の方が、大学･短大・専門学校の学費を工面するためによく利用されている進学をサポートする制度を
２つご紹介します。

1 母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付制度

ひとり親家庭の方のみが対象の貸付制度です。学費を借りる場合は金利なし、連帯保証人なしで利用できます。入学
支度金と授業料（就学資金）の貸付が可能です。（所得制限あり）
詳細の説明や利用ご希望の方は母子・父子自立支援員までご相談ください。

2 日本学生支援機構（奨学金制度）

【申請者の要件】2024 年度に大学等へ進学希望を持っていて次の(1)又は(2)のいずれかに該当する人です。
(1)2024 年 3 月に高等学校等(本科)を卒業予定の人
(2)高等学校等(本科)を卒業後 2年以内の人

【奨学金の種類】原則として返さなくていい給付奨学金と、返す必要がある貸与奨学金があります。
貸与奨学金の種類は第一種と第二種・入学時特別増額貸与奨学金の３通りになっています。
入学時特別増額貸与奨学金の詳細については日本学生支援機構に直接お問合せください。

【採用基準】※日本学生支援機構では利用できることを“採用”と言います。

給付奨学金 貸与奨学金（第一種奨学金） 貸与奨学金（第二種奨学金）

学力

基準

①高等学校における申込時までの全履修科
目の評定平均値が、５段階評価で３.５以上
②①に該当しない場合、将来、社会で自立し、
及び活躍する目標をもって、進学しようとする
大学等における学修意欲を有すること

高等学校における申込時までの
全履修科目の評定平均値が、５
段階評価で３.５以上
【学力基準の緩和】
進学後優れた成績を修める見込み
があると学校からの推薦された人。
住民税非課税、生活保護受給、社
会的養護を必要とする人

高等学校における申込時までの
全履修科目の学習成績が平均
水準以上である等

支給額

（上限）

※支給額は世帯の所得に基づいて I～Ⅲの区
分に分かれています。

20,000 円 ～ 120,000 円

（10,000 円単位）

※家計の収入基準やその他の基準の詳細については日本学生支援機構のホームページを参照ください。

私立大学の場合

区分 自宅通学 自宅外通学

第 I区分

(満額）
38,300 円 75,800 円

第Ⅱ区分

満額の 2/3
25,600 円 50,600 円

第Ⅲ区分

満額の１/3
12,800 円 25,300 円

私立大学の場合(最高額）

自宅通学 自宅外通学

54,000 円 64,000 円

私立の短大・専修学校

自宅通学 自宅外通学

53,000 円 60,000 円

【申請方法】

予約申請と在学申請の２通りの方法があります。

●予約申請（進学前の申込み）
進学前に奨学金を予約する制度です。進学先が決まって
いなくても申込みができます。
進学する前年度に在学している高等学校等の奨学金
窓口に申し出が必要です。

●在学申請（進学後の申込み）
大学等に進学後、奨学金を申し込む制度です。
第１種奨学金・第２種奨学金とも予約採用をしなかった方
や申請したけれども採用されなかった方も、申し込むことが
できます。
希望する方は進学後、大学等の奨学金窓口に申し出が
必要です。
（詳細は日本学生支援機構のホームページをご確認
ください。）

☆給付型奨学金の対象者は別途進学先の大学等に申し込むこ
とで、授業料と入学金の免除・減額を受けることができます。


